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諮 問 番 号 ： 令 和 ３ 年 度 諮 問 第 12号  

答 申 番 号 ： 令 和 ４ 年 度 答 申 第 ２ 号  

 

答  申  書  

 

第 １  審 査 会 の 結 論  

本 件 審 査 請 求 は 、 理 由 が な い た め 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 26年 法 律 第 68号 ）

第 45条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 棄 却 さ れ る べ き で あ る 、 と の 審 査 庁 の 意 見 は 妥

当 で あ る 。  

 

第 ２  審 査 請 求 に 至 る 経 過  

１  審 査 請 求 人 は 、 有 効 期 限 を 令 和 ３ 年 １ 月 31日 ま で と す る 障 害 等 級 ２ 級

の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 交 付 を 受 け て い た と こ ろ 、 同 年 ３ 月 15日 、

処 分 庁 に 対 し 、 公 益 財 団 法 人      病 院 （ 以 下 「 本 件 病 院 」 と い

う 。 ） の 精 神 科 医     （ 以 下 「 本 件 医 師 」 と い う 。 ） 作 成 に 係 る 同

月 １ 日 付 け 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 診 断 書 （ 以 下 「 本 件 診 断 書 」 と い

う 。 ） を 添 付 し た 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 申 請 書 （ 届 出 書 ） に よ り 、 精

神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 更 新 に 係 る 申 請 （ 以 下 「 本 件 申 請 」 と い う 。 ）

を し た 。  

２  処 分 庁 は 、 令 和 ３ 年 ４ 月 ７ 日 、 本 件 申 請 に 係 る 障 害 等 級 に つ い て 、 神

戸 市 市 民 福 祉 調 査 委 員 会 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 判 定 ・ 自 立 支 援 医 療 費

（ 精 神 通 院 医 療 ） 支 給 認 定 ・ 指 定 自 立 支 援 医 療 機 関 （ 精 神 通 院 医 療 ） 指

定 部 会 （ 以 下 「 判 定 部 会 」 と い う 。 ） に 対 し 、 意 見 を 求 め た と こ ろ 、 判

定 部 会 は 、 審 査 請 求 人 の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 を ３ 級 と 判

定 し た 。  

３  処 分 庁 は 、 上 記 ２ の 判 定 部 会 の 判 定 結 果 を 踏 ま え 、 審 査 請 求 人 の 精 神

障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 が ３ 級 に 該 当 す る 旨 決 定 し た （ 以 下 「 本
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件 処 分 」 と い う 。 ） 。  

４  処 分 庁 は 、 令 和 ３ 年 ４ 月 14日 付 け 神    第     号 精 神 障 害 者 保 健

福 祉 手 帳 交 付 決 定 通 知 書 と と も に 、 障 害 等 級 を ３ 級 と 記 載 し た 精 神 障 害

者 保 健 福 祉 手 帳 を 審 査 請 求 人 に 交 付 し た 。  

５  審 査 請 求 人 は 、 令 和 ３ 年 ５ 月 14日 、 本 件 処 分 を 障 害 等 級 ２ 級 に 変 更 す

る こ と を 求 め て 審 査 請 求 を し た 。  

 

第 ３  審 査 関 係 人 の 主 張 の 要 旨  

１  審 査 請 求 人 の 主 張  

 ⑴  本 件 処 分 は 、 審 査 請 求 人 の 本 件 処 分 時 に お け る 病 状 が 障 害 等 級 ２ 級

を 取 得 し た 時 と 変 わ っ て お ら ず 、 主 治 医 で あ る 本 件 医 師 の 作 成 に か か

る 診 断 書 の 内 容 も 前 回 と 大 差 が な い に も か か わ ら ず 、 障 害 等 級 が ３ 級

に 変 更 さ れ た 。 ま た 、 障 害 等 級 が ３ 級 に な っ た こ と に よ り 、 生 活 が で

き な く な っ た 。  

 ⑵  処 分 庁 の 弁 明 に 対 す る 反 論  

  ア  処 分 庁 の 令 和 ３ 年 ６ 月 14日 付 け 弁 明 書 に は 、 「 本 件 診 断 書 に 記 載

さ れ て い る 、 気 分 高 揚 、 多 動 、 多 弁 、 抑 う つ 気 分 等 の 症 状 は 、 飲 酒

に よ っ て も た ら さ れ る 弊 害 で も あ る た め 、 主 病 名 の 双 極 性 感 情 障 害

に 起 因 す る 生 活 障 害 と 飲 酒 に 起 因 す る 生 活 障 害 を 判 別 す る こ と は 、

不 能 で あ る と 判 断 で き る 。 」 と 記 載 さ れ て い る 。 し か し 、 審 査 請 求

人 が 令 和 ２ 年 ６ 月 26日 か ら 同 年 ７ 月 23日 ま で 本 件 病 院 に 入 院 し た 時

に は 、 ４ か 月 ～ ５ か 月 間 断 酒 し て い た に も か か わ ら ず 、 抑 う つ 気 分 、

希 死 念 慮 が あ り 、 入 院 と な っ た 。 そ し て 、 入 院 中 も 気 分 高 揚 な ど の

症 状 が 続 い て い た も の で あ り 、 断 酒 し て い る 間 に こ れ ら の 症 状 が 出

現 し て い る た め 、 か か る 症 状 は 、 審 査 請 求 人 の 主 病 で あ る 双 極 性 感

情 障 害 に 起 因 す る 生 活 障 害 と い う こ と が で き る 。  

  イ  処 分 庁 の 令 和 ３ 年 ７ 月 30日 付 け 弁 明 書 に は 、 そ の 冒 頭 に 「 提 出 さ

れ た 本 件 診 断 書 に 記 載 さ れ て い る 内 容 の み で 判 定 を 行 っ て い る 。 」 、
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末 尾 に 「 あ く ま で も 本 件 診 断 書 記 載 内 容 か ら 判 定 不 能 状 態 で あ る と

読 み 取 れ た た め に ３ 級 相 当 と 判 定 し た こ と を 弁 明 し て お き た い 。 」

と あ る が 、 審 査 請 求 人 は 、 本 件 審 査 請 求 を 行 い 、 反 論 書 を 提 出 し て

い る の で あ る か ら 、 そ れ ら を 踏 ま え て 、 あ ら た め て 審 査 請 求 人 の 障

害 等 級 が ２ 級 と の 判 定 を し て も ら い た い 。  

    以 前 と 比 べ て 審 査 請 求 人 の 生 活 状 況 ・ 病 状 と も に 変 わ っ て い な い

に も か か わ ら ず 、 障 害 等 級 が 突 然 ３ 級 に な っ た こ と で 生 活 に 支 障 が

生 じ て お り 、 あ ら た め て ２ 級 相 当 と の 判 定 を 求 め る 。  

２  審 査 庁  

本 件 審 査 請 求 は 理 由 が な い た め 、 行 政 不 服 審 査 法 第 45条 第 ２ 項 の 規 定

に よ り 、 棄 却 さ れ る べ き で あ る 。  

 

第 ４  審 理 員 意 見 書 の 要 旨  

１  審 理 員 意 見 書 の 結 論  

本 件 審 査 請 求 は 、 理 由 が な い た め 行 政 不 服 審 査 法 第 45条 第 ２ 項 の 規 定

に よ り 、 棄 却 さ れ る べ き で あ る 。  

２  審 理 員 意 見 書 の 理 由  

⑴  ま ず 、 審 査 請 求 人 が 、 前 回 処 分 に 基 づ く 有 効 期 限 を 令 和 ３ 年 １ 月 31

日 ま で と す る 障 害 等 級 ２ 級 の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 交 付 を 受 け て

い た と こ ろ 、 同 年 ３ 月 15日 、 処 分 庁 に 対 し 、 本 件 医 師 作 成 に 係 る 本 件

診 断 書 を 添 付 し た 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 申 請 （ 「 本 件 申 請 」 ） を 行

っ た こ と 、 処 分 庁 は 、 同 年 ４ 月 ７ 日 、 本 件 申 請 に 係 る 障 害 等 級 に つ い

て 、 判 定 部 会 に 対 し 、 意 見 を 求 め た と こ ろ 、 判 定 部 会 は 、 審 査 請 求 人

の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 を ３ 級 と 判 定 し た こ と 、 処 分 庁

は 、 か か る 判 定 部 会 の 判 定 結 果 を 踏 ま え 、 審 査 請 求 人 の 精 神 障 害 者 保

健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 が ３ 級 に 該 当 す る 旨 決 定 し （ 「 本 件 処 分 」 ） 、

同 月 14日 付 け 神    第     号 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 交 付 決 定 通

知 書 と と も に 、 障 害 等 級 を ３ 級 と 記 載 し た 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 を
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審 査 請 求 人 に 交 付 し た こ と 、 以 上 の 事 実 は 前 記 第 ２ の １ か ら ４ ま で に

記 載 の と お り で あ る 。  

⑵  次 に 、 審 査 請 求 人 に 対 し て 交 付 し た 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害

等 級 を ３ 級 と し た 本 件 処 分 の 適 法 性 お よ び 妥 当 性 の 有 無 に つ き 判 断 す

る 。  

ア  精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下「法」という。）第

45条第１項、同条第２項、同法第 51条の 12第１項は、政令で定める指定

都市の市長が、精神障害者からの精神障害者保健福祉手帳の交付申請に

基づいて審査した結果、申請者が政令で定める精神障害の状態にあると

認めたときは、申請者に精神障害者保健福祉手帳を交付しなければなら

ないと定め、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令（昭和 25

年政令第 155号。以下「施行令」という。）第６条第３項は、障害の程

度に応じて重度のものから１級、２級および３級とし、各級の障害の状

態は、下記に定める内容のとおりとする旨規定している。  

記  

「 ［ 障 害 等 級 ］       ［ 精 神 障 害 の 状 態 ］  

１ 級   日 常 生 活 の 用 を 弁 ず る こ と を 不 能 な ら し め る 程 度 の も の  

２ 級   日 常 生 活 が 著 し い 制 限 を 受 け る か 、 又 は 日 常 生 活 に 著 し い

制 限 を 加 え る こ と を 必 要 と す る 程 度 の も の  

３ 級   日 常 生 活 若 し く は 社 会 生 活 が 制 限 を 受 け る か 、 又 は 日 常 生

活 若 し く は 社 会 生 活 に 制 限 を 加 え る こ と を 必 要 と す る 程 度

の も の 」  

イ  こ れ を 受 け て 、 「 平 成 ７ 年 ９ 月 12日 付  健 医 発 第 1133号  各 都 道 府

県 知 事 宛  厚 生 省 保 健 医 療 局 長 通 知  精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障

害 等 級 の 判 定 基 準 」 （ 以 下 「 本 件 判 定 基 準 」 と い う 。 ） は 、 「 精 神

障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 の 判 定 は 、 ⑴ 精 神 疾 患 の 存 在 の 確 認 、

⑵ 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 の 確 認 、 ⑶ 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の

状 態 の 確 認 、 ⑷ 精 神 障 害 の 程 度 の 総 合 判 定 と い う 順 を 追 っ て 行 わ れ
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る 」 も の と し て い る 。 判 定 に 際 し て は 、 「 診 断 書 に 記 載 さ れ た 精 神

疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 及 び 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 に つ い て

十 分 な 審 査 を 行 い 、 対 応 す る こ と 。 」 と 定 め 、 障 害 の 状 態 の 判 定 に

当 た っ て の 判 定 基 準 に つ い て 、 障 害 等 級 別 に 、 「 精 神 疾 患 （ 機 能 障

害 ） の 状 態 」 及 び 「 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 」 に 分 け て 、 下 記

の と お り 定 め て い る 。  

記  

「〇  障 害 等 級 １ 級 に つ い て  

〈 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 〉  

１  統 合 失 調 症 に よ る も の に あ っ て は 、 高 度 の 残 遺 状 態 又 は 高 度

の 病 状 が あ る た め 、 高 度 の 人 格 変 化 、 思 考 障 害 、 そ の 他 妄 想 ・

幻 覚 等 の 異 常 体 験 が あ る も の  

２  気 分 （ 感 情 ） 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 高 度 の 気 分 、 意

欲 ・ 行 動 及 び 思 考 の 障 害 の 病 相 期 が あ り 、 か つ 、 こ れ ら が 持 続

し た り 、 ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 し た り す る も の  

３  非 定 型 精 神 病 に よ る も の に あ っ て は 、 残 遺 状 態 又 は 病 状 が 前

記 １ 、 ２ に 準 ず る も の  

４  て ん か ん に よ る も の に あ っ て は 、 ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 す 発 作 又

は 知 能 障 害 そ の 他 の 精 神 神 経 症 状 が 高 度 で あ る も の  

５  中 毒 精 神 病 に よ る も の に あ っ て は 、 認 知 症 そ の 他 の 精 神 神 経

症 が 高 度 の も の  

６  器 質 性 精 神 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 記 憶 障 害 、 遂 行 機 能

障 害 、 注 意 障 害 、 社 会 的 行 動 障 害 の い ず れ か が あ り 、 そ の う ち

ひ と つ 以 上 が 高 度 の も の  

７  発 達 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 そ の 主 症 状 と そ の 他 の 精 神

神 経 症 状 が 高 度 の も の  

８  そ の 他 の 精 神 疾 患 に よ る も の に あ っ て は 、 上 記 の １ ～ ７ に 準

ず る も の  
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〈 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 〉  

１  調 和 の と れ た 適 切 な 食 事 摂 取 が で き な い 。  

２  洗 面 、 入 浴 、 更 衣 、 清 掃 等 の 身 辺 の 清 潔 保 持 が で き な い 。  

３  金 銭 管 理 能 力 が な く 、 計 画 的 で 適 切 な 買 物 が で き な い 。  

４  通 院 ・ 服 薬 を 必 要 と す る が 、 規 則 的 に 行 う こ と が で き な い 。  

５  家 族 や 知 人 ・ 近 隣 等 と 適 切 な 意 思 伝 達 が で き な い 。 協 調 的 な

対 人 関 係 を 作 れ な い 。  

６  身 辺 の 安 全 を 保 持 し た り 、 危 機 的 状 況 に 適 切 に 対 応 で き な い 。  

７  社 会 的 手 続 を し た り 、 一 般 の 公 共 施 設 を 利 用 す る こ と が で き

な い 。  

８  社 会 情 勢 や 趣 味 ・ 娯 楽 に 関 心 が な く 、 文 化 的 社 会 的 活 動 に 参

加 で き な い 。  

（ 上 記 １ ～ ８ の う ち い く つ か に 該 当 す る も の ）  

 

〇  障 害 等 級 ２ 級 に つ い て  

〈 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 〉  

１  統 合 失 調 症 に よ る も の に あ っ て は 、 残 遺 状 態 又 は 病 状 が あ る

た め 、 人 格 変 化 、 思 考 障 害 、 そ の 他 の 妄 想 幻 覚 等 の 異 常 体 験 が

あ る も の  

２  気 分 （ 感 情 ） 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 気 分 、 意 欲 ・ 行 動

及 び 思 考 の 障 害 の 病 相 期 が あ り 、 か つ 、 こ れ ら が 持 続 し た り 、

ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 し た り す る も の  

３  非 定 型 精 神 病 に よ る も の に あ っ て は 、 残 遺 状 態 又 は 病 状 が 前

記 １ 、 ２ に 準 ず る も の  

４   て ん か ん に よ る も の に あ っ て は 、 ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 す 発 作 又

は 知 能 障 害 そ の 他 の 精 神 神 経 症 状 が あ る も の  

５  中 毒 精 神 病 に よ る も の に あ っ て は 、 認 知 症 そ の 他 の 精 神 神 経

症 状 が あ る も の  
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６  器 質 性 精 神 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 記 憶 障 害 、 遂 行 機 能

障 害 、 注 意 障 害 、 社 会 的 行 動 障 害 の い ず れ か が あ り 、 そ の う ち

ひ と つ 以 上 が 中 等 度 の も の  

７  発 達 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 そ の 主 症 状 が 高 度 で あ り 、

そ の 他 の 精 神 神 経 症 状 が あ る も の  

８  そ の 他 の 精 神 疾 患 に よ る も の に あ っ て は 、 上 記 １ ～ ７ に 準 ず

る も の  

〈 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 〉  

１  調 和 の と れ た 適 切 な 食 事 摂 取 は 援 助 な し に は で き な い 。  

２  洗 面 、 入 浴 、 更 衣 、 清 掃 等 の 身 辺 の 清 潔 保 持 は 援 助 な し に は

で き な い 。  

３  金 銭 管 理 や 計 画 的 で 適 切 な 買 物 は 援 助 な し に は で き な い 。  

４  通 院 ・ 服 薬 を 必 要 と し 、 規 則 的 に 行 う こ と は 援 助 な し に は で

き な い 。  

５  家 族 や 知 人 ・ 近 隣 等 と 適 切 な 意 思 伝 達 や 協 調 的 な 対 人 関 係 づ

く り は 援 助 な し に は で き な い 。  

６  身 辺 の 安 全 保 持 や 危 機 的 状 況 で の 適 切 な 対 応 は 援 助 な し に は

で き な い 。  

７  社 会 的 手 続 や 一 般 の 公 共 施 設 の 利 用 は 援 助 な し に は で き な い 。  

８  社 会 情 勢 や 趣 味 ・ 娯 楽 に 関 心 が 薄 く 、 文 化 的 社 会 的 活 動 へ の

参 加 は 援 助 な し に は で き な い 。  

（ 上 記 １ ～ ８ の う ち い く つ か に 該 当 す る も の ）  

 

〇  障 害 等 級 ３ 級 に つ い て  

〈 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 〉  

１  統 合 失 調 症 に よ る も の に あ っ て は 、 残 遺 状 態 又 は 病 状 が あ り 、

人 格 変 化 の 程 度 は 著 し く は な い が 、 思 考 障 害 、 そ の 他 の 妄 想 ・

幻 覚 等 の 異 常 体 験 が あ る も の  
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２  気 分 （ 感 情 ） 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 気 分 、 意 欲 ・ 行 動

及 び 思 考 の 障 害 の 病 相 期 が あ り 、 そ の 症 状 は 著 し く は な い が 、

こ れ を 持 続 し た り 、 ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 す も の  

３  非 定 型 精 神 病 に よ る も の に あ っ て は 、 残 遺 状 態 又 は 病 状 が 前

記 １ 、 ２ に 準 ず る も の  

４   て ん か ん に よ る も の に あ っ て は 、 発 作 又 は 知 能 障 害 そ の 他 の

精 神 神 経 症 状 が あ る も の  

５  中 毒 精 神 病 に よ る も の に あ っ て は 、 認 知 症 は 著 し く は な い が 、

そ の 他 の 精 神 神 経 症 状 が あ る も の  

６  器 質 性 精 神 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 記 憶 障 害 、 遂 行 機 能

障 害 、 注 意 障 害 、 社 会 的 行 動 障 害 の い ず れ か が あ り 、 い ず れ も

軽 度 の も の  

７  発 達 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 そ の 主 症 状 と そ の 他 の 精 神

神 経 症 状 が あ る も の  

８  そ の 他 の 精 神 疾 患 に よ る も の に あ っ て は 、 上 記 １ ～ ７ に 準 ず

る も の  

〈 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 〉  

１  調 和 の と れ た 適 切 な 食 事 摂 取 は 自 発 的 に 行 う こ と が で き る が

な お 援 助 を 必 要 と す る 。  

２  洗 面 、 入 浴 、 更 衣 、 清 掃 等 の 身 辺 の 清 潔 保 持 は 自 発 的 に 行 う

こ と が で き る が な お 援 助 を 必 要 と す る 。  

３  金 銭 管 理 や 計 画 的 で 適 切 な 買 物 は お お む ね で き る が な お 援 助

を 必 要 と す る 。  

４  規 則 的 な 通 院 ・ 服 薬 は お お む ね で き る が な お 援 助 を 必 要 と す

る 。  

５  家 族 や 知 人 ・ 近 隣 等 と 適 切 な 意 思 伝 達 や 協 調 的 な 対 人 関 係 づ

く り は な お 十 分 と は い え ず 不 安 定 で あ る 。  

６  身 辺 の 安 全 保 持 や 危 機 的 状 況 で の 対 応 は お お む ね 適 切 で あ る
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が 、 な お 援 助 を 必 要 と す る 。  

７  社 会 的 手 続 や 一 般 の 公 共 施 設 の 利 用 は お お む ね で き る が 、 な

お 援 助 を 必 要 と す る 。  

８  社 会 情 勢 や 趣 味 ・ 娯 楽 に 関 心 は あ り 、 文 化 的 社 会 的 活 動 に も

参 加 す る が 、 な お 十 分 と は い え ず 援 助 を 必 要 と す る 。  

（ 上 記 １ ～ ８ の う ち い く つ か に 該 当 す る も の ） 」  

ウ  と こ ろ で 、 従 来 か ら 、 ア ル コ ー ル の 乱 用 、 依 存 の み で は 精 神 障 害

者 保 健 福 祉 手 帳 の 対 象 と は な ら な い と さ れ 、 離 脱 症 状 （ ア ル コ ー ル

依 存 症 の 患 者 で は 、 ア ル コ ー ル の 摂 取 を や め た り 、 量 を 減 ら す こ と

に よ り 、 体 内 の ア ル コ ー ル 濃 度 が 下 が っ て く る と 、 様 々 な 自 律 神 経

失 調 症 や 情 緒 不 安 定 、 手 の 震 え 、 発 汗 、 嘔 吐 、 頻 脈 、 幻 覚 、 幻 聴 等

の 症 状 が み ら れ る よ う に な る が 、 こ れ を 「 離 脱 症 状 」 と い う 。 ） に

よ り 、 精 神 神 経 症 状 が あ り 、 そ の た め に 長 期 に わ た り 日 常 生 活 に 支

障 が あ る こ と が 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 交 付 の 条 件 と さ れ て い た 。

実 際 に は 、 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 診 断 書 に お け る ① ア ル コ ー ル 依

存 症 の 診 断 名 が 主 病 名 と し て 単 独 で 記 載 さ れ て い る 場 合 、 ② ア ル コ

ー ル 依 存 症 の 主 病 名 の 他 に 従 た る 診 断 名 に 他 の 精 神 疾 患 の 記 載 が あ

る 場 合 、 ③ 主 た る 精 神 疾 患 は 別 の 診 断 名 で あ る が 、 「 ア ル コ ー ル 依

存 症 」 の 診 断 が 「 従 た る 診 断 名 」 と し て 記 載 さ れ て い る 場 合 な ど が

み ら れ 、 さ ら に 、 飲 酒 が 継 続 さ れ て い る 場 合 や 多 少 の ス リ ッ プ が み

ら れ る 場 合 、 節 酒 が 続 い て い る 場 合 な ど が あ り 、 実 際 の 等 級 判 定 を

複 雑 に し て い る こ と 、 飲 酒 に 伴 う 酩 酊 に よ っ て 直 接 的 に 惹 起 さ れ る

生 活 上 の 問 題 は 等 級 判 定 に お い て は 加 味 し な い こ と に な る の で 、 診

断 書 に 記 載 さ れ て い る 現 在 あ る い は 過 去 の 症 状 が 、 酩 酊 の 直 接 的 な

影 響 か ど う か が 明 ら か に な ら な い と き に は 、 医 師 に 返 戻 ・ 照 会 を も

っ て 確 認 す る か 、 場 合 に よ っ て は 障 害 の 等 級 判 定 が 非 該 当 と い う こ

と に な る こ と 、 以 上 の よ う な 諸 点 を 考 慮 し て 、 厚 生 労 働 科 学 研 究 費

補 助 金 障 害 者 対 策 総 合 研 究 事 業 （ 精 神 障 害 分 野 ） と し て 策 定 さ れ た
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精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 判 定 マ ニ ュ ア ル （ 以 下 「 判 定 マ ニ ュ ア ル 」

と い う 。 ） は 、 ア ル コ ー ル 等 の 依 存 症 に つ い て 、 下 記 の と お り 番 号

１ か ら ６ に 整 理 を し て い る 。  

記  

「１ ．  主 た る 精 神 障 害 が 「 依 存 症 」 で 、 従 た る 病 名 に 記 載 が な い 場

合 で あ っ て 、 精 神 作 用 物 質 の 使 用 が 継 続 さ れ て い る 場 合 は 、 通

常 生 活 障 害 が 残 ら な い は ず の 疾 患 に お い て 、 物 質 使 用 に よ り 状

態 の 判 定 が 不 能 と な っ て い る た め 、 原 則 的 に は 非 該 当 と す る 。  

 ２ ．  主 た る 精 神 障 害 が 「 依 存 症 」 で 、 従 た る 病 名 に 記 載 が な く 、

一 定 期 間 （ た と え ば ６ か 月 間 ） 精 神 作 用 物 質 の 使 用 が 認 め ら れ

な い 場 合 は 、 主 病 名 を 含 め て 診 断 書 全 体 か ら 整 合 性 を 持 っ て 一

定 の 生 活 障 害 が 認 め ら れ る と き に は そ の ま ま 等 級 判 定 を 行 い 、

「 ア ル コ ー ル 性 精 神 障 害 」 等 の 診 断 名 の 追 加 が 適 切 と 考 え ら れ

る と き に は 、 返 戻 等 で 主 た る 精 神 障 害 の 病 名 に つ い て 主 治 医 に

検 討 を お 願 い す る 。  

 ３ ． 主 た る 精 神 障 害 が 「 依 存 症 」 で 従 た る 病 名 に 記 載 が あ る 場 合

は 、 必 要 に 応 じ て 主 た る 病 名 と 従 た る 病 名 の 入 れ 替 え に つ い て

主 治 医 に 検 討 を お 願 い す る 。  

 ４ ． 主 た る 精 神 障 害 が 他 の 精 神 疾 患 で 、 従 た る 精 神 障 害 が 「 依 存

症 」 の 場 合 で あ っ て 、 物 質 使 用 が 認 め ら れ る 場 合 。 （ 中 略 ） こ

の 場 合 、 物 質 使 用 に よ り 状 態 の 判 定 が 不 能 と な っ て い る が 、 主

病 名 と 主 病 名 に 関 連 す る 症 状 お よ び そ れ に 伴 う 生 活 障 害 に 関 す

る 記 載 内 容 か ら 考 え て 、 あ る 程 度 の 主 病 名 に 起 因 す る 生 活 障 害

の 存 在 が 想 定 さ れ る 場 合 は 、 ３ 級 と 判 定 す る こ と は あ り う る 。

ま た 、 断 酒 等 へ の 治 療 努 力 を 継 続 す る 中 で の ス リ ッ プ で あ れ ば 、

再 使 用 を 認 め て も そ れ が 生 活 障 害 に 影 響 し な い 可 能 性 も あ り 、

そ の よ う な 場 合 に は 返 戻 し て 主 治 医 に そ の 旨 を 確 認 す る こ と が

望 ま し い 。 （ 以 下 省 略 ）  
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 ５ ． 主 た る 精 神 障 害 が 他 の 精 神 疾 患 で 、 従 た る 精 神 障 害 が 「 依 存

症 」 の 場 合 で あ っ て 、 物 質 使 用 が 認 め ら れ な い 場 合 。 通 常 の 等

級 判 定 と 同 様 に 考 え る 。  

 ６ ． ア ル コ ー ル や 薬 物 以 外 の 他 の 物 質 使 用 障 害 に つ い て も 、 原 則

的 に は 同 様 な 考 え 方 で 判 定 を 行 う 。 」  

エ  そ こ で 、 以 下 に お い て 、 本 件 診 断 書 に 記 載 さ れ た 審 査 請 求 人 の ①

現 在 の 病 状 及 び 状 態 像 、 ② 生 活 能 力 の 状 態 （ 日 常 生 活 能 力 の 判 定 ）

に 基 づ き 、 審 査 請 求 人 の 障 害 等 級 を ３ 級 と 判 定 し た 判 定 部 会 の 判 定

結 果 を 踏 ま え て 審 査 請 求 人 の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 を

３ 級 に 該 当 す る も の と し た 本 件 処 分 が 、 本 件 判 定 基 準 及 び 判 定 マ ニ

ュ ア ル に 照 ら し て 正 当 な も の で あ っ た か か 否 か に つ き 検 討 す る 。  

 ( ｱ ) 本 件 診 断 書 は 、 精 神 科 医 で あ る 本 件 医 師 に よ る 令 和 ３ 年 ３ 月 １

日 （ 本 件 処 分 の 約 １ か 月 半 前 ） の 診 断 結 果 に 基 づ い て 作 成 さ れ た

精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 診 断 書 で あ る こ と 、 本 件 診 断 書 に よ れ ば 、

審 査 請 求 人 は 、 本 件 医 師 か ら 、 主 た る 精 神 障 害 を 「 双 極 性 感 情 障

害 」 ・ 従 た る 精 神 障 害 を 「 ア ル コ ー ル 依 存 症 」 と す る 診 断 を 受 け

た も の で あ る こ と が 認 め ら れ る 。  

 (ｲ) 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 に つ い て  

   本 件 診 断 書 に お け る 「 ④ 現 在 の 病 状 、 状 態 像 等 」 欄 に 記 載 さ れ

て い る ⑴ ～ ⑿ の 病 状 ・ 状 態 像 等 の 各 項 目 は 、 本 件 判 定 基 準 に お け

る 障 害 等 級 １ 級 な い し ３ 級 の 各 「 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 」

欄 の １ ～ ８ の 項 目 に ほ ぼ 対 応 し て い る と こ ろ 、 本 件 診 断 書 の 記 載

に よ れ ば 、 審 査 請 求 人 が 該 当 す る 病 状 及 び 状 態 像 等 は 、 上 記 「 ④

現 在 の 病 状 、 状 態 像 等 」 欄 の 「 ⑴ 抑 う つ 状 態 」 中 の 「 ３ 憂 う つ 気

分 」 、 「 (2)躁 状 態 」 中 の 「 １ 行 為 心 迫 」 、 「 ２ 多 弁 」 お よ び 「 ３

感 情 高 揚 ・ 易 刺 激 性 」 、 「 (3)幻 覚 妄 想 状 態 」 中 の 「 ２ 妄 想 」 、

「 (4)精 神 運 動 興 奮 及 び 昏 迷 の 状 態 」 中 の 「 １ 興 奮 」 、 「 (6)情 動

及 び 行 動 の 障 害 」 中 の 「 ３ 多 動 」 、 「 (9)精 神 作 用 物 質 の 乱 用 及 び
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依 存 等 」 中 の 「 １ ア ル コ ー ル 」 と 「 イ 依 存 」 と さ れ て お り 、 か つ 、

本 件 診 断 書 か ら は そ れ ら が 持 続 し て い る こ と を 読 み 取 る こ と が で

き る 。 し た が っ て 、 本 件 判 定 基 準 ・ 〈 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） 状

態 〉 の ２ 級 相 当 の 一 つ で あ る 「 気 分 （ 感 情 ） 障 害 に よ る も の に あ

っ て は 、 気 分 、 意 欲 、 行 動 及 び 思 考 の 障 害 の 病 相 期 が あ り 、 か つ 、

こ れ ら が 持 続 し た り 、 ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 し た り す る も の 」 に 該 当

す る も の と し て 、 〈 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 〉 に つ い て は ２

級 相 当 と の 判 断 が 可 能 で あ る も の と 認 め ら れ る 。  

 (ｳ) 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 に つ い て  

   本 件 診 断 書 に お け る 「 ⑥ 生 活 能 力 の 状 態 」 欄 に 記 載 さ れ て い る

２ ⑴ ～ ⑻ の 日 常 生 活 能 力 の 判 定 項 目 は 、 本 件 判 定 基 準 に お け る 障

害 等 級 １ 級 な い し ３ 級 の 各 「 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 」 欄 の

１ ～ ８ の 項 目 に 対 応 し て い る と こ ろ 、 本 件 診 断 書 の 記 載 に よ れ ば 、

「 援 助 が あ れ ば で き る 」 が ６ 項 目 、 「 で き な い 」 が ２ 項 目 で あ り 、

ま た 、 「 日 常 生 活 能 力 の 程 度 」 は 「 ( 4) 精 神 障 害 を 認 め 、 日 常 生

活 に 著 し い 制 限 を 受 け て お り 、 常 時 援 助 を 必 要 と す る 。 」 も の と

さ れ て い る こ と が 認 め ら れ る 。 し た が っ て 、 本 件 判 定 基 準 ・ 〈 能

力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 〉 の お お む ね １ 級 ま た は ２ 級 程 度 の 状

態 に あ る と の 判 断 が 可 能 で あ る も の と 認 め ら れ る 。  

 (ｴ) 判 定 マ ニ ュ ア ル に 照 ら し て の 総 合 判 定 に つ い て  

  ａ  本 件 診 断 書 に よ れ ば 、 ① 審 査 請 求 人 の 病 名 は 、 主 た る 精 神 障

害 が 「 双 極 性 感 情 障 害 」 ・ 従 た る 精 神 障 害 が 「 ア ル コ ー ル 依 存

症 」 と さ れ て い る こ と 、 ② 審 査 請 求 人 の 推 定 発 病 時 期 は 平 成 20

年 こ ろ で あ り 、 同 年 中 に 過 量 飲 酒 の た め   病 院 に 入 院 し 、 そ

の 後 も 躁 状 態 や 被 害 妄 想 、 過 量 飲 酒 な ど の た め 、     病 院 、

本 件 病 院 な ど に 入 院 を 繰 り 返 し 、 平 成 23年 か ら       に

通 院 し 、 増 悪 時 は 本 件 病 院 や         な ど に 入 院 し た

後 、 平 成 27年 こ ろ か ら 本 件 病 院 に 入 通 院 す る よ う に な り 、 同 病
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院 に 最 後 に 入 院 し た の は 令 和 ３ 年 １ 月 14日 か ら 同 年 ２ 月 12日 ま

で で あ っ た こ と 、 ③ 審 査 請 求 人 は 、 現 在 も 過 量 飲 酒 を 繰 り 返 し 、

強 い 飲 酒 欲 求 を 示 し 、 飲 酒 を 制 御 で き な い こ と が た び た び あ り 、

気 分 高 揚 し 、 多 動 、 多 弁 、 浪 費 が 続 き 、 時 に 誇 大 妄 想 や 、 被 害

妄 想 が 顕 在 化 す る こ と も あ る 一 方 、 時 に は 抑 う つ 気 分 に 陥 り 、

希 死 念 慮 を 訴 え る こ と も あ る こ と 、 気 分 高 揚 時 に は た び た び 外

出 、 外 食 を 繰 り 返 し 、 抑 う つ 期 に は 自 宅 に 閉 じ こ も り 、 パ ン と

水 だ け で 生 活 す る な ど 、 金 銭 や 栄 養 の 管 理 が 困 難 で あ る こ と 、

④ そ し て 、 本 件 診 断 書 の 「 ④ 現 在 の 病 状 、 状 態 像 等 」 欄 の ⑼ の

項 目 「 精 神 作 用 物 質 の 乱 用 及 び 依 存 等 」 に は 「 ア ル コ ー ル 依 存 」

と 明 記 さ れ て い る こ と 、 以 上 の と お り 認 め ら れ る 。  

  ｂ  上 記 認 定 に よ れ ば 、 審 査 請 求 人 の 主 た る 精 神 障 害 は 「 双 極 性

感 情 障 害 」 、 従 た る 精 神 障 害 は 「 ア ル コ ー ル 依 存 症 」 で あ る と

こ ろ 、 現 在 も 過 量 飲 酒 を 繰 り 返 し 、 強 い 飲 酒 欲 求 を 示 し 、 精 神

作 用 物 質 た る ア ル コ ー ル の 使 用 を 継 続 し て い る こ と が 認 め ら れ

る の で 、 判 定 マ ニ ュ ア ル 整 理 番 号 ４ の 場 合 に 該 当 す る こ と が 明

ら か で あ り 、 こ れ に よ れ ば 、 精 神 作 用 物 質 で あ る ア ル コ ー ル の

使 用 が 継 続 さ れ て い る た め に 、 生 活 能 力 の 状 態 の 評 価 に つ い て

は 飲 酒 継 続 に よ る 影 響 か ど う か が 判 断 不 能 と な っ て 障 害 等 級 が

非 該 当 と な る 可 能 性 も あ る 一 方 、 「 主 病 名 と 主 病 名 に 関 連 す る

症 状 お よ び そ れ に 伴 う 生 活 障 害 に 関 す る （ 診 断 書 の ） 記 載 内 容

か ら 考 え て 、 あ る 程 度 の 主 病 名 に 起 因 す る 生 活 障 害 の 存 在 が 想

定 さ れ る 場 合 は 、 ３ 級 と 判 定 す る こ と は あ り う る 」 と さ れ て い

る と こ ろ で あ る 。  

  ｃ  そ う す る と 、 本 件 に お い て は 、 審 査 請 求 人 の 障 害 等 級 を ３ 級

相 当 と 判 定 す る こ と が 可 能 か 否 か を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 と こ

ろ で 、 双 極 性 感 情 障 害 と は 、 精 神 疾 患 の 中 で も 気 分 障 害 と 分 類

さ れ る 疾 患 の ひ と つ で あ る 。 躁 状 態 に お い て は 、 高 揚 し た 気
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分 ・ 誇 大 な 気 分 、 怒 り 易 さ 、 自 己 抑 制 の な さ 、 多 弁 、 多 動 、 疲

労 感 の な さ な ど が 見 ら れ る の に 対 し 、 う つ 状 態 に お い て は 、 対

称 的 に 、 抗 う つ 気 分 、 意 識 低 下 、 自 己 の 無 価 値 観 、 自 責 感 、 口

数 の な さ 、 疲 れ や す さ 、 食 欲 減 退 等 、 睡 眠 障 害 の ほ か 、 自 殺 傾

向 が 診 ら れ る こ と に 注 意 を 要 す る と さ れ て い る 。 他 方 、 ア ル コ

ー ル 依 存 症 の 患 者 の 離 脱 症 状 の 特 徴 と し て 、 飲 酒 を 止 め て 数 時

間 す る と 出 現 す る 早 期 離 脱 症 状 で は 、 手 や 全 身 の 震 え 、 発 汗

（ 特 に 寝 汗 ） 、 不 眠 、 吐 気 、 嘔 吐 、 血 圧 の 上 昇 、 イ ラ イ ラ 感 、

集 中 力 の 低 下 、 幻 覚 、 幻 聴 等 の 症 状 が み ら れ る よ う に な り 、 飲

酒 を 止 め て ２ ～ ３ 日 で 出 現 す る 後 期 離 脱 症 状 で は 、 幻 覚 、 見 当

識 障 害 （ 自 分 の い る 場 所 や 時 間 が わ か ら な く な る 。 ） 、 興 奮 等

の ほ か に 、 発 熱 、 発 汗 、 震 え が み ら れ る こ と も あ る と さ れ て い

る 。 し た が っ て 、 上 記 ａ で 認 定 の 本 件 診 断 書 に 記 載 さ れ た 審 査

請 求 人 の 諸 症 状 は 、 双 極 性 感 情 障 害 の 症 状 と ア ル コ ー ル 依 存 症

の 症 状 と 一 部 共 通 す る 部 分 が あ る と は い え 、 そ の 大 半 は 主 病 名

で あ る 「 双 極 性 感 情 障 害 」 に 関 連 す る 症 状 を 示 し て い る う え 、

審 査 請 求 人 の 生 活 障 害 の 内 容 ・ 程 度 が 、 「 ⑥ 生 活 能 力 の 状 態  

３ 」 の 「 日 常 生 活 能 力 の 程 度 」 の 欄 に あ る 「 ⑷ 精 神 障 害 を 認 め 、

日 常 生 活 に 著 し い 制 限 を 受 け て お り 、 常 時 援 助 を 必 要 と す る 。 」

も の に 該 当 す る と さ れ て い る こ と を 総 合 す る な ら ば 、 審 査 請 求

人 の 従 た る 精 神 障 害 が 「 ア ル コ ー ル 依 存 症 」 と さ れ 、 な お 飲 酒

継 続 中 で あ る こ と を 考 慮 に 入 れ た と し て も 、 判 定 マ ニ ュ ア ル 整

理 番 号 ４ に い う 「 主 病 名 と 主 病 名 に 関 連 す る 症 状 お よ び そ れ に

伴 う 生 活 障 害 に 関 す る 記 載 内 容 か ら 考 え て 、 あ る 程 度 の 主 病 名

に 起 因 す る 生 活 障 害 の 存 在 が 想 定 さ れ る 場 合 」 に 該 当 し 、 か つ 、

審 査 請 求 人 の 障 害 等 級 を ３ 級 と 判 定 す る の が 相 当 で あ る 。  

  ｄ  以 上 に よ れ ば 、 審 査 請 求 人 の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害

等 級 は ３ 級 と 判 定 す る の が 相 当 で あ る か ら 、 本 件 処 分 は 適 法 か
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つ 妥 当 な も の で あ っ た と 認 め ら れ る 。  

⑶  な お 、 審 査 請 求 人 の 主 張 お よ び 主 治 医 作 成 の 「 意 見 書 」 に つ い て 付

言 す る 。  

 ア  審査請求人は、本件処分時における病状が、障害等級２級を取得した

前回処分時の病状と変わらず、主治医である本件医師の作成に係る診断

書の内容も前回処分時と大差がないにもかかわらず、障害等級が３級に

変更されたのは違法・不当であると主張するところ、精神障害者保健福

祉手帳の等級判定においては、前回処分時に提出された精神障害者保健

福祉手帳診断書と今回提出された本件診断書を比較検討することはない

から、前提において誤りがある。そして、いずれも本件医師の作成に係

る本件診断書の記載内容と前回処分時の精神障害者保健福祉手帳診 断書

の内容に大差がなくほぼ同一内容であったにもかかわらず、審査請求人

の障害等級を２級と判定した前回処分については、前記⑵において検討

したように、本件処分と同様に判定マニュアル整理番号４に基づく検討

を行い、審査請求人の精神障害者保健福祉手帳の障害等級を３級とする

処分を行うべきであったにもかかわらず、かかる検討を怠った結果、審

査請求人の障害等級を２級とする誤った行政処分を行ったものと言わざ

るを得ない。したがって、審査請求人の精神障害者保健福祉手帳の障害

等級を２級とした前回処分は、審査請求人の障害等級の評価を誤っ た違

法な処分であって（もっとも、これにより審査請求人は不利益を受けて

いない。）、本件処分こそが適法な処分であり、なんら違法な点はない。  

 イ  次に、本件医師の意見書には、判定マニュアルに基づき、審査請求人

のアルコール依存症を精神障害者保健福祉手帳の対象疾患とみなし、主

病名の双極性感情障害と併せ障害等級を２級と決定すべきである旨の記

載がある。ところで、判定マニュアルでは、概ね６か月間の断酒等の不

使用期間があることを原則として、アルコール依存症治療の進捗状況を

考慮することを条件に、アルコール依存症の病名に対して、精神障害者

保健福祉手帳の交付を一律に閉ざすものではないということを方針とし
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ている。これは、通常、断酒によって回復が得られれば特に障害を残さ

ないことが多いはずのアルコール依存症であっても、診断書上の従たる

精神障害の診断や、疾病に関連した具体的な生活障害が記載されていて、

生活面、就労面での支援が必要な状況が明らかであれば精神障害者保健

福祉手帳の対象となる場合も実際の臨床現場では想定されるからである。

このことは、アルコール依存症に限らず、薬物、ギャンブルなど、より

広い範囲の依存症についても、同様の考え方とされているが、いずれの

場合にも、クリーンな期間やスリップの状況、就労などの状況等を含め、

治療の進捗状況が読み取れるよう、精神障害者保健福祉手帳の⑦欄によ

り具体的な記載が求められることになる。以上述べたとおり、アルコー

ル等の精神作用物質の不使用期間については、６か月の不使用期間を一

つの目安とし、原則半年間の断酒・断薬ののちに生活能力の状態を中心

として評価を行うこととするとされており、実際の臨床現場では、治療

の経過の上で、いわゆるスリップなど一時的な精神作用物質使用が勘案

される場合もあるため、精神障害者保健福祉手帳の⑦欄には主治医によ

る具体的な記載が求められている。これを本件についてみると、本件申

請に添付された本件診断書の記載からは、審査請求人の飲酒が常態化し

ており、精神作用物質使用下における影響が大きいことが認められる一

方、審査請求人の主病名である双極性感情障害に起因する症状とアルコ

ール依存症に起因する症状が分別して記載されているとは判断できなか

ったうえ、断酒期間の有無や断酒期間中の状態についての記載もなかっ

たことから、処分庁は、審査請求人の障害等級を、判定マニュアル整理

番号４の場合に該当するものと判断して、障害等級を３級とする本件処

分を行ったものであり、処分庁の判断に誤りはないというべきである。  

⑷  結 論  

  よって、本件審査請求は、理由がないため、行政不服審査法第 45条第２

項の規定により棄却されるべきである。  
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第 ５  調 査 審 議 の 経 過  

令 和 ４ 年 ２ 月 17日  第 １ 回 審 議  

令 和 ４ 年 ３ 月 25日  第 ２ 回 審 議  

令 和 ４ 年 ４ 月 22日  第 ３ 回 審 議  

 

第 ６  審 査 会 の 判 断  

１  処 分 庁 の 適 用 し た 規 範 等  

⑴  法 第 45条 第 ２ 項 及 び 第 ６ 項 を 受 け た 施 行 令 第 ６ 条 第 ３ 項 は 、 障 害 の

程 度 に 応 じ て 、 「 精 神 障 害 の 状 態 」 を ３ つ の 等 級 に 分 け て い る 。 こ れ

に よ れ ば 、  障 害 等 級 ２ 級 は 「 日 常 生 活 が 著 し い 制 限 を 受 け る か 、 又 は

日 常 生 活 に 著 し い 制 限 を 加 え る こ と を 必 要 と す る 程 度 の も の 」 、 障 害

等 級 ３ 級 は 「 日 常 生 活 若 し く は 社 会 生 活 が 制 限 を 受 け る か 、 又 は 日 常

生 活 若 し く は 社 会 生 活 に 制 限 を 加 え る こ と を 必 要 と す る 程 度 の も の 」

と さ れ て い る 。  

⑵  も っ と も 、 施 行 令 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 は 抽 象 的 な も の で あ る た め 、

こ れ を 具 体 化 し た も の と し て 、 本 件 判 定 基 準 が 存 在 す る 。 こ れ に よ れ

ば 、 「 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 障 害 等 級 の 判 定 は 、 ⑴ 精 神 疾 患 の 存

在 の 確 認 、 ⑵ 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 の 確 認 、 ⑶ 能 力 障 害 （ 活 動

制 限 ） の 状 態 の 確 認 、 ⑷ 精 神 障 害 の 程 度 の 総 合 判 定 と い う 順 を 追 っ て

行 わ れ る 」 こ と と さ れ て い る 。  

⑶  本 件 判 定 基 準 の 「 ⑵ 精 神 疾 患 （ 機 能 障 害 ） の 状 態 」 に お け る 障 害 等

級 ２ 級 は 「 ２  気 分 （ 感 情 ） 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 気 分 、 意

欲 ・ 行 動 及 び 思 考 の 障 害 の 病 相 期 が あ り 、 か つ 、 こ れ ら が 持 続 し た り 、

ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 し た り す る も の 」 と 、 障 害 等 級 ３ 級 は 「 ２  気 分

（ 感 情 ） 障 害 に よ る も の に あ っ て は 、 気 分 、 意 欲 ・ 行 動 及 び 思 考 の 障

害 の 病 相 期 が あ り 、 そ の 症 状 は 著 し く は な い が 、 こ れ を 持 続 し た り 、

ひ ん ぱ ん に 繰 り 返 す も の 」 と さ れ て い る 。  

  ま た 、 判 定 マ ニ ュ ア ル で は 、 精 神 作 用 物 質 の 使 用 の 依 存 症 の 等 級 判
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定 の 方 法 に つ い て 整 理 さ れ て お り 、 「 ４ ． 主 た る 精 神 障 害 が 他 の 精 神

疾 患 で 、 従 た る 精 神 障 害 が 「 依 存 症 」 の 場 合 で あ っ て 、 物 質 使 用 が 認

め ら れ る 場 合 。 実 際 の 等 級 判 定 業 務 に お い て は 、 こ の ケ ー ス が 最 も 問

題 と な る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 物 質 使 用 に よ り 状 態 の 判 定 が

不 能 と な っ て い る が 、 主 病 名 と 主 病 名 に 関 連 す る 症 状 お よ び そ れ に 伴

う 生 活 障 害 に 関 す る 記 載 内 容 か ら 考 え て 、 あ る 程 度 の 主 病 名 に 起 因 す

る 生 活 障 害 の 存 在 が 想 定 さ れ る 場 合 は 、 ３ 級 と 判 定 す る こ と は あ り う

る 。 ま た 、 断 酒 等 へ の 治 療 努 力 を 継 続 す る 中 で の ス リ ッ プ で あ れ ば 、

再 使 用 を 認 め て も そ れ が 生 活 障 害 に 影 響 し な い 可 能 性 も あ り 、 そ の よ

う な 場 合 に は 返 戻 し て 主 治 医 に そ の 旨 を 確 認 す る こ と が 望 ま し い 。 先

に も 述 べ た よ う に 、 断 酒 等 へ の 努 力 を 評 価 す る の で は な く 、 物 質 使 用

に よ る 生 活 障 害 へ の 影 響 の 有 無 を 判 断 す る こ と が 重 要 で あ る 」 と さ れ

て い る 。  

⑷  本 件 判 定 基 準 の 「 ⑶ 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の 状 態 」 に お け る 障 害 等

級 ２ 級 は 、 同 表 障 害 等 級 ２ 級 の 項 、 障 害 の 状 態 、 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ）

の 状 態 の 欄 中 １ か ら ８ ま で の い く つ か に 該 当 す る も の と 、 障 害 等 級 ３

級 は 、 同 表 障 害 等 級 ３ 級 の 項 、 障 害 の 状 態 、 能 力 障 害 （ 活 動 制 限 ） の

状 態 の 欄 中 １ か ら ８ ま で の い く つ か に 該 当 す る も の と さ れ て い る 。  

ま た 、 判 定 マ ニ ュ ア ル に は 、 本 件 判 定 基 準 の う ち 、 「 ⑶ 能 力 障 害

（ 活 動 制 限 ） の 状 態 」 の 判 定 基 準 を 更 に 具 体 化 し た も の が 記 載 さ れ て

い る 。  

判 定 マ ニ ュ ア ル は 、 障 害 等 級 １ 級 及 び ２ 級 の １ か ら ８ ま で の 各 項 目

の 該 当 性 を 判 断 す る に あ た っ て の 着 眼 点 等 が 記 載 さ れ て お り 、 あ る 程

度 の 目 安 と し て 、 １ 級 と 判 定 す る に は 日 常 生 活 に 関 連 し た 項 目 の 複 数

が 「 で き な い 」 に 、 ２ 級 と 判 定 す る に は 日 常 生 活 に 関 連 し た 項 目 の 複

数 が 「 援 助 が あ れ ば で き る 」 に 該 当 す る 必 要 が あ る と さ れ て い る 。  

ま た 、 「 日 常 生 活 能 力 の 程 度 」 欄 の そ れ ぞ れ に よ り 考 え ら れ る 生 活

能 力 の 状 態 の 程 度 は 、 概 ね 、 「 精 神 障 害 を 認 め 、 日 常 生 活 に 著 し い 制
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限 を 受 け て お り 、 時 に 応 じ て 援 助 を 必 要 と す る 」 は 「 お お む ね ３ 級 、

ま た は ２ 級 程 度 」 に 、 「 精 神 障 害 を 認 め 、 日 常 生 活 に 著 し い 制 限 を 受

け て お り 、 常 時 援 助 を 必 要 と す る 」 は 「 お お む ね ２ 級 又 は １ 級 程 度 」

と さ れ て い る 。  

２  処 分 庁 の 適 用 し た 規 範 等 の 合 理 性 及 び 適 切 性  

⑴  本 件 判 定 基 準 は 厚 生 省 （ 現 在 の 厚 生 労 働 省 ） が 、 法 の 目 的 及 び 理 念

に 則 り 、 専 門 的 知 識 や 長 年 に わ た り 蓄 積 さ れ て き た 経 験 に 基 づ き 作 成

し た も の で あ る と こ ろ 、 そ の 内 容 面 に お い て 、 特 段 、 不 合 理 ・ 不 適 切

な 点 は 見 当 た ら な い 。 ま た 、 審 査 請 求 人 か ら も 、 本 件 審 査 請 求 手 続 の

中 で 、 本 件 判 定 基 準 の 内 容 の 不 合 理 性 ・ 不 適 切 性 に つ い て 具 体 的 な 主

張 が な さ れ て い る わ け で は な い 。 そ う で あ る 以 上 、 厚 生 省 の 専 門 的 知

見 を 踏 ま え て 作 成 さ れ た 、 本 件 判 定 基 準 の 内 容 は 不 合 理 ・ 不 適 切 と は

い え ず 、 特 段 の 事 情 が な け れ ば 、 こ れ に 従 っ て 判 断 す る こ と が 相 当 で

あ る 。  

⑵  ま た 、 判 定 マ ニ ュ ア ル は 、 厚 生 労 働 省 か ら 委 嘱 を 受 け た 専 門 家 が 、

法 の 目 的 及 び 理 念 に 則 り 、 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 を 交 付 す る に 際 し

て 、 い か な る 具 体 的 基 準 を 定 立 す る の が 適 切 か つ 合 理 的 か と い う 視 点

か ら 、 長 年 に わ た り 研 究 を 重 ね た 結 果 が 記 載 さ れ て い る も の で あ る と

こ ろ 、 そ の 内 容 面 に お い て 、 特 段 、 不 合 理 ・ 不 適 切 な 点 は 見 当 た ら な

い 。 そ う で あ る 以 上 、 精 神 障 害 の 専 門 家 の 知 見 を 踏 ま え て 作 成 さ れ た

判 定 マ ニ ュ ア ル の 内 容 は 、 不 合 理 ・ 不 適 切 と は い え ず 、 特 段 の 事 情 が

な け れ ば 、 こ れ に 従 っ て 判 断 す る こ と が 不 合 理 と は 言 え な い 。  

⑶  上 記 ⑴ 及 び ⑵ に 関 し て 、 審 査 請 求 人 か ら 、 本 審 理 手 続 に お い て 、 処

分 庁 が 、 本 件 処 分 を 行 う に あ た り 、 本 件 判 定 基 準 及 び 判 定 マ ニ ュ ア ル

に 準 拠 す る こ と が 不 合 理 ・ 不 適 切 で あ る こ と を う か が わ せ る 特 段 の 事

情 に つ い て 具 体 的 主 張 は な さ れ て い な い 。  

 ３  本 件 処 分 の 適 法 性 等  

以 上 を 踏 ま え て 、 審 査 請 求 人 の 精 神 障 害 の 状 態 に つ き 、 本 件 診 断 書 を
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基 に 本 件 判 定 基 準 及 び 判 定 マ ニ ュ ア ル に 照 ら し て 判 断 す る と こ ろ 、 当 審

査 会 と し て も 、 審 査 請 求 人 の 精 神 障 害 の 状 態 と し て は 障 害 等 級 ３ 級 と す

る の が 相 当 で あ る 、 と 判 断 し た 。 理 由 に つ い て は 、 第 ４ － ２ ⑴ 、 ⑵ 及 び

⑶ イ 記 載 の 審 理 員 の 意 見 と 同 旨 で あ る か ら 、 こ れ を 引 用 す る 。  

４  上 記 以 外 の 違 法 性 又 は 不 当 性 に つ い て の 検 討  

他 に 本 件 処 分 に 違 法 又 は 不 当 な 点 は 認 め ら れ な い 。  

５  結 論  

よ っ て 、 本 件 処 分 は 違 法 又 は 不 当 で あ る と は い え な い か ら 、 本 件 審 査

請 求 は 、 棄 却 さ れ る べ き で あ る 。  
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